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イ
ン
ド
独
立
五
十
周
年

関
西
日
印
文
化
協
会

創
立
四
十
周
年
記
念
の
集
い

関
西
日
印
文
化
協
会
（
桑
原

泰
業
会
長
）
で
は
、
十
月
十
一

日
、
掲
記
の
集
い
を
兵
庫
県
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
名
城
大
学

教
授
で
同
協
会
理
事
で
あ
る
森

本
達
雄
氏
の
講
演
、
「
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
そ
の
今
日
的

意
義
」
と
、
イ
ン
ド
政
府
よ
り

派
遣
さ
れ
た
南
イ
ン
ド
の
古
典

舞
踊
家
モ
ヒ
ニ
ア
ッ
タ
ム
の
ダ

ン
サ
ー
、
カ
ラ
・
ガ
ラ
シ
ャ
ム

さ
ん
の
珍
し
い
イ
ン
ド
舞
踊
で

し
た
。当

日
の
来
賓
の
荒
川
克
郎

（
神
戸
新
聞
社
会
長
）
、
大
橋
良

三
（
日
本
画
家
）
、
山
口
恵
照

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
、
小
坂

田
肇
（
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会

専
務
理
事
）
、
岩
崎
拓
治
（
兵

庫
県
文
化
協
会
理
事
長
）
各
氏
、

イ
ン
ド
総
領
事
館
か
ら
ヴ
シ
ュ

ワ
ジ
ッ
ト
副
領
事
な
ど
約
二
百

名
が
参
加
し
、
会
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
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酒井澄
山下みか子のT A S T Y ゴルフ／

戸

声

1 2 月号目次●1 9 9 7 - 4 3 9

表紙／「リュートを持つ男」小磯良平（小磯記念美術館蔵）
セカンドカバー／「無題」中山岩太
目次＆ウラ話「ヴィダル・サスーンと家出少女」隅本昭＝

１２神戸っ子' 9 7 ／吉田泰巳西垣千賀子
１４神戸のお嬢さん／小林祐子国光靖子
１６ある集い／関西日印文化協会
２５ポエム・ド・コウベ／「冬の陽」由良佐知子絵＝石阪春生
２７私の意見／「神戸の１年を振り返って」加藤認
３０連城エッセイ／酔眼流旅日記「紅テント九州篇（１）」

村松友覗絵＝灘本唯人
３２神戸同月堂百周年インタビュー
「お客様、社会とのつながりを大切に」下村俊子

３４シンポジウム／「異人館は人々の記憶を保存すべき街」
３８特集／よみがえった神戸を歩く
①北野………「２本のストリート」宮本豊子
②旧居留地……「第２章の風ひかる」玉岡かおる
③トアロード…「粋でいなせは健在」ＭｅＭｅ（金純）
④夜の三宮……「神戸ほるよい歩き」福元早夫

４６話題の広場／第２１回井植文化賞表彰式米田定減写真展
阪神淡路百名所づくり表彰式高橋孟さんを偲ぶ会

５０ＴＯＲＲＯＡＤまちづくり／トアロードフェスタ

｢ ダンロップゴルフコース」０
１
６
２
４
８
０
４
６
８
０
３
４
８
２
４
６

７
７
７
８
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９
０
１
１
１
１
１

、ＺＯＯ／「ゾウとホッキョクグマ」

子通信５６神戸っ
Ｏｈｌタカラヅカ／「ダル・レークの恋Ⅲ5２

夫麻路さき星奈優里

有馬歳
イベントガイド＆チケットプレゼント／［もだかる］

・米田英男
カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也

森田篤志・森田純三・米田英男

亀井一成のズームｉ
時記／「来春、秀吉の湯殿を一般公開」

７４ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
７８神戸を福祉の街に／「愛の手フェスタ親子で遊ぼう」橋本明
８０世界のこんな美術館／「ワシントン･ ナショナルギャラリー」伊藤誠
８４シネマ試写室／「プラス！」淀川長治
８６神戸百店会だより
８８ぴっといん
９０ポケットジャーナル
９３ＫＦＳニュース／「痔のおはなし」
９４ルポ／神戸の工房をめぐる「中国服と桐子の職人たち」福元早夫
９８短篇小説／「アシナガパチ」木村光理
1 0 2 神戸っ子倶楽部
1 1 4 海船港／「植えて拝んで歩いて最高！」か: どもとみのる
1 1 6 北野ホットニュース／「異人館レストラン．グラシアニ邸」

カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しる
これは神戸っ子の心の手帖です
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／ 、

…璽員…
ヴィダル◆サスーコと宗出少女

ぽくは「芸術とは、ひとを鴬かせ術大学を受けるべく、近くの画塾にるのに、娘の最も嫌がっている人生
ることである」という本を出版した通っていた。その画塾の先生はぼくを歩ませようとする。かくて、宏子
ことがある。芸術とはお稽古ごとのの考えとは全く逆で、絵というものさんは茨城県に帰らずに家出の状態
ように基礎をひとつひとつ積み上げＩまとても難解なもので苦労に苦労をで、ぼくが近所の女性専門のアパー
なければならないとは決まっていな重ねなければならないというアカデ卜を見つけて、そこに篭城すること
い。ちょうど富士山の頂上に至るにミックな考えの教師であったらしになった。ぼくの弟子のひとりに美

頂上に辿りつくにはいろいろな道が来る日も来る日も訓練ばかりで、彼女はヴィダル・サスーンのモデル
ある。ぼくは、どちらかというと芸宏子さんは絵の夢がすっかりこわれを募集していたので、宏子さんが応
術とは楽しんで楽しんでおもしろくて芸大の入試にも失敗し失意の絶頂募したところ、美しい彼女はすぐに
てたまらないと思いながら制作や発にあった。このようなときに茨城県選ばれた。サスーンの髪をカットし
表をするうちに、いつの間にか富士の図書館で、僕の本を見て「こりやてもらうには3 ケ月待たされ、５万円
山の頂上に達しているという方法をおもしろい」とすっかり有頂天になのカット代を支払わなければならな
すすめている。この主旨にそってってぼくに手紙をくれ、そして訪ねいが、彼女はすべて無料という幸運
様々な視点により書き、日本人が絵て来た。見ると素晴らしい美人だ。で選ばれたのである。
を学ぶためのきまりきったアカデミそして話してみると型にこだわるこ写真はその途中のひとこま・彼女
ズムとは全く別の手段について例をとなく美術の本質をしっかり捉えてＩま今、７色に染められた頭でせつせ
あげながら書き上げた本である。こいる。彼女とぼくはとても気があっと絵を研鍍している。
の本は従って伝統的にしかものを見て、ぼくのところで絵を学びながら茨城県の両親もぼくがオウム教の
られない美術関係者からいろいろ批手伝ってもらおうということになっような人でなかったことが分かって
判されたりもしているが、その代わた。ぼくは両親に喜んでもらえるとくれて、協力してくれ一緒に彼女の
りこの本をおもしろいと感じてくれ思って電話した。成長を見守ってくれるようになつ
る人はメチャクチャのファンになっところが、ぼくはオウムの教祖がた。ぼくは今頭を7 色に染めた彼女

入会者を帰さないのと同じような誘が素晴らしい構想で制作の毎日を送
薄井宏子さんという女性がいた。拐者と思われ､ 鬼のように言われた。っているのに目を細めて彼女を見つ

、塗は将来ｱｰﾃｲｽﾄを夢みて雲わが娘の幸せを願っているはずであ ノLi彼女
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蝉

麹

世

義謹謹

ｌ
エ
バ
メ
ー
ル
化
粧
品
は
軍
エ
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
注
目
し
て
い
ま
す
。
水
が
遺
伝
子
の
よ
う
に

情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
例

え
ば
、
農
作
物
で
は
ナ
ス
の
木
に
ト
マ
ト
の
実

を
つ
け
ろ
と
情
報
を
送
る
と
本
当
に
ト
マ
ト
の

六
甲
山
系
の
山
並
み
を
の
ぞ
む
新
神
戸
の
地

に
、
自
然
派
志
向
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
ル
・
ス
タ
イ

ル
「
イ
ス
イ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
本
城
ご
夫

妻
に
、
バ
ー
「
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
」
の
マ
ス

タ
ー
榊
さ
ん
、
本
誌
編
集
長
・
小
泉
を
交
え
、

更
バ
メ
ー
ル
』
の
効
果
を
実
感
Ｉ
．

美 と
健康

自
然
×
自
然

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に

エ
バ
メ
ー
ル
登
場

11鰯;;；

本
城
勉

允
・
ス
タ
イ
ル
「
イ
ス
イ
」
オ
ー
ナ
ー
〉

本
城
浩
美

〈
ル
・
ス
タ
イ
ル
「
イ
ス
イ
」
〉

榊
晴
夫

〈
（
魅
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
代
表
取
締
懲

小
泉
美
喜
子

〈
看
）
月
到
苔
っ
子
取
締
膳
豊
号

項FAX(06)493.2812

実
が
な
る
。
エ
バ
メ
ー
ル
で
は
「
美
し
く
な
れ
」

と
い
う
情
報
を
水
に
流
し
て
化
粧
品
に
使
用
し

て
い
ま
す
。

本
城
う
ち
の
店
で
は
洋
服
を
見
に
来
て
い
た

だ
い
た
お
客
様
に
一
息
つ
い
て
い
た
だ
こ
う

と
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
使
用
す
る
水
に
は
や
は
り
気
を
使
い
ま
す

ね
。
土
地
柄
、
六
甲
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

榊
う
ち
も
「
水
商
圭
匹
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。

震
災
以
後
、
特
に
水
は
大
切
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
酒
も
料
理
も
水
が
美
味
し
く
な
い
と
ど
う
し

よ
う
も
な
い
で
す
か
ら
。

小
泉
水
は
全
て
の
生
命
体
に
直
に
関
係
す
る

も
の
で
す
。
飲
食
物
だ
け
で
な
く
、
着
物
や
化

粧
品
に
も
「
い
い
水
」
を
使
う
こ
と
が
、
真
の

健
康
に
つ
な
が
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

＊

■
エ
バ
メ
ー
ル
化
粧
品
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

〈
洗
顔
〉
…
ま
ず
、
洗
顔
パ
ウ
ダ
ー
を
水
で
溶

き
ま
す
。
固
す
ぎ
て
も
柔
ら
か
す
ぎ
て
も
い
け

ま
せ
ん
。
適
度
な
ね
ば
り
け
を
残
す
程
度
に
練

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
顔
に
ま
ん
べ
ん
な
く

の
ば
し
て
洗
い
ま
す
。
す
べ
り
が
悪
く
な
っ
た

ら
水
を
少
し
加
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
く
す
す
い

で
２
度
洗
い
。
ゲ
ル
状
に
な
っ
た
洗
顔
料
が
顔

に
密
着
し
て
汚
れ
を
吸
い
出
し
ま
す
。
ご
使
用

い
た
だ
く
う
ち
に
肌
の
キ
メ
が
整
い
、
白
く
な

っ
て
い
く
の
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
ま
す
。

し

窪

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
４
５
０
０
円
（
１
５
０
且

（
後
）
左
か
ら
２
つ
目

ソ
フ
ト
シ
ャ
ン
プ
ー
３
５
０
０
円
（
５
０
０
ｍ
）

（
後
）
右
か
ら
２
つ
目

ゲ
ル
ク
リ
ー
ム
ー
８
０
０
円
（
、
ｇ
・
携
帯
）

（
前
）
右
端

（
８
０
０
９
．
ポ
ン
プ
式
）

ゲ
ル
ク
リ
ー
ム
ー
３
０
０
０
円

（
後
）
左
か
ら
３
つ
目

■お問い合わせは
( 株）ヘルスパワージャパン
〒6 6 1 兵庫県尼崎市高田町４番1 7 号

TEL．（06)492-6319

原点は水
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ｉ
‐

一

－－Ｊｌ

缶

打
間
奈
津
子
〈
霊
燕
難
〉

小
室
豊
允
〈
譲
繍
蕊
長
〉

神
戸
復
興
は

し
な
や
か
な
女
性
の
感
性
で

●
小
室
豊
允
の
《
夢
対
談
》

″
新
世
紀
を
語
る
〃

△
屋

曲

１

も

遥
一
雪
曇
鐸
雷
課
蝿
ｆ

一
蕊
劃

#需者
１９ﾉ

ｰ ．」 ~

’

☆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
も
オ
ー
プ
ン

☆
日
本
初
の
民
間
レ
ス
キ
ュ
ー
組
織

一
一

ク

小
室
打
間
さ
ん
は
震
災
後
も
、
い
ろ
い

ろ
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
初
の
民

間
レ
ス
キ
ュ
ー
組
織
「
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー

協
会
」
を
設
立
、
会
長
を
務
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
協
会
で
は
、
災
害
救

助
犬
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が

有
名
で
す
ね
。

打
間
震
災
後
、
ス
イ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ

た
災
害
救
助
犬
の
姿
を
見
た
り
し
て
、
私

た
ち
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
出
来
な
い

か
と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。
専
用
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
訓
練
し
、
現

在
で
は
協
会
に
廻
頭
、
登
録
と
い
う
か
た

ち
で
瑠
頭
、
計
釦
頭
の
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・

レ
ト
リ
バ
ー
が
災
害
救
助
犬
に
な
っ
て
い

ま
す
。
す
で
に
、
メ
キ
シ
コ
や
ペ
ル
ー
の

震
災
、
長
野
県
や
鹿
児
島
の
土
砂
崩
れ
災

害
現
場
な
ど
で
活
躍
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
日
頃
の
「
セ
ラ
ピ
ー
ド

ッ
グ
」
と
し
て
も
活
動
。
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
を
訪
問
す
る
と
、
お
年
寄
り
の
方
々
の

心
が
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
に
よ

っ
て
ほ
ぐ
れ
て
ゆ
く
ん
で
す
よ
。

打間奈津子さん 小室砦允さん

小
室
打
間
さ
ん
は
『
北
野
町
の
仕
掛
人
』

な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
公
開
異
人
館

の
経
営
な
ど
を
通
じ
、
北
野
町
を
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
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一
一

今
日
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
は
、
い
つ
オ
ー
プ
ン
な

さ
っ
た
ん
で
す
か
。

打
間
今
年
の
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
神
戸
は
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
発
祥

の
地
で
も
あ
り
、
音
楽
と
関
わ
り
の
深

い
街
な
の
で
、
音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
か
っ
た
ん
で
す
。

小
室
プ
レ
ス
リ
ー
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

Ｌ
Ｐ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
さ
れ
て
、
素
敵
な
雰
囲
気
で
す
ね
。

打
間
ラ
ジ
オ
関
西
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
、
友
人
の
今
崎
陽
吉
さ
ん
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
す
。
最
近
の
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム

も
あ
っ
て
、
若
い
人
に
も
好
評
で
す
。

ま
た
、
神
戸
ら
し
く
外
国
人
と
の
交
流

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
、
黒
人

■（株）カルチャービジネス神戸市中央区北野町2 - 1 6 - 1 1 日サッスーン邸T E L O 7 8 2 7 1 - 0 7 0 4

小
室
ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業
に
も
力
を
入

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
が
。

打
間
先
日
「
シ
ン
プ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
本
も
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
シ
ン
プ
ル
で
自
然
体
な
、
近
頃
の
新

し
い
結
婚
の
か
た
ち
に
つ
い
て
書
い
て

あ
り
ま
す
。

蕊
吋鰯

バ
ン
ド
の
生
演
奏
も
入
れ
て
い
ま
す
。

喫
茶
も
あ
り
ま
す
が
、
演
奏
を
聴
い
て

い
た
だ
く
の
は
無
料
で
す
。
震
災
後
の

神
戸
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い

と
い
う
願
い
も
あ
っ
て
採
算
度
外
視
で

は
じ
め
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
順
調
に

滑
り
出
し
て
い
ま
す
。

釦
年
間
で
、
北
野
町
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・

ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
震
災
後
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
連

各
社
が
共
存
共
栄
と
い
う
感
じ
で
、
北

野
町
に
新
し
い
活
気
が
生
ま
れ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

小
室
打
間
さ
ん
は
プ
ラ
イ
ダ
ル
を
は

じ
め
多
く
の
事
業
を
手
が
け
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
最
近
打
間
さ
ん
の
よ

う
な
女
性
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）

が
元
気
で
す
ね
。
特
に
震
災
後
そ
う
だ

と
思
う
ん
で
す
が
。

打
間
戦
後
と
か
、
震
災
後
と
か
、
歴

史
的
に
み
て
も
何
か
と
困
難
な
時
ほ
ど
、

女
性
は
元
気
に
な
る
よ
う
で
す
。
や
は

り
女
性
は
強
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

近
頃
は
各
団
体
や
行
政
が
女
性
起
業

家
を
応
援
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
比
べ
る
と
日

本
は
ま
だ
ま
だ
。
私
自
身
も
、
訓
年
ほ

ど
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
活
か

し
て
、
今
後
は
も
っ
と
若
い
人
を
伸
ば

し
て
あ
げ
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
室
こ
れ
か
ら
は
、
モ
ノ
を
つ
く
っ

て
売
る
こ
と
で
稼
ぐ
の
で
は
な
く
、
感

性
を
売
る
こ
と
で
稼
ぐ
時
代
。
そ
う
な

る
と
、
男
性
よ
り
感
性
に
優
れ
た
女
性

は
有
利
、
活
躍
の
場
が
ま
す
ま
す
増
え

る
で
し
ょ
う
。

打
間
復
興
神
戸
を
担
う
意
味
で
も
、

早
く
新
た
な
女
性
パ
ワ
ー
が
育
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

対談中の打問さんと小室さん。ミュージックアベニューで
一

☆
明
日
の
神
戸
を
担
う
女
性
起
業
家

私
が
北
野
町
で
ブ
ラ

イ
ダ
ル
事
業
を
は
じ
め

た
の
は
、
加
年
程
前
。

『
盗
み
聞
き
の
事
業
』

な
ん
て
言
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
異
人
館
を
訪

れ
る
方
が
「
こ
ん
な
と

こ
ろ
で
結
婚
式
し
た
い

わ
あ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
を
聞
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
当

時
は
ま
だ
ど
な
た
も
、

北
野
町
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル

事
業
な
ん
て
さ
れ
て
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
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何をあげようか。
そんな季節の到来。
迷ったらそのままG i f t の
ファンタジーランドへ。
ようこそ、私のアリスたち。

料牛⑫飼国申飼1霞且三宮駅怜．．．．．△．．．
Ｌ『，画甘〃守也１ 蛭｡､中

ＡＲＣＨＥ

メゾン・ドマルシェ
神戸市中央区三宮町1 丁目9 番1 - 2 1 6 号
T E L O 7 8 - 3 9 3 - 1 1 1 9
営業時間１１：００～１９：００
年内無休

ｾﾝ ﾀ ｰブﾗザ東館2Ｆｴﾚ べー ﾀ ｰ前営業時間一fl: 0 0 ~ 1 9 :００
年内無休

、ｖ｢祷戸っ子で見ました｣とおっしゃって頂けれＩ錨品を謹呈致しまツ

／

、

写真左から
｢ 海の香り｣ 、「異人館の香り｣ 、「風の香り」各8 本入り( 香立付) 8 0 0 円

海の香り
マリンノートにホワイトフローラルをブレンド、

爽やかな海風に船の汽笛、潮風の音までも伝えます…

異ﾉ ( 館の香り
しっとりと落ち着いたシプレーノートは、

ちょっぴり懐かしい神戸ロマンの香りがします･ ･ ･

風の香り
すがすがしい緑の草原にやわらかな陽射し、

グリーンノートの香りが六甲の自然の, ‘風，，を運びます．, .

一

鰯,篭篭構式会熟土
〒6 5 4 Ｃ１神戸市須磨区弥栄台1 - 4 - 5 神戸流通センター
TELO 7 8 - 7 9 2 - 2 0 0 0 (代）・794- 5 4 5 4 F A X , 0 7 8 - 7 9 1 - 5 5 5 5

、

ノ
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リモージュ( 仏) の陶器コレクショ
ンをはじめ、伊・独・米のデザイ
ナーズブランドを多数取り揃えて
おります。おしゃれなインテリア
小物はいかがですか。

タイガー（高級手染品）
……･…･ ･………￥5 , 5 0 0～￥6 5 , 0 0 0
ビスクドールアンナ……￥2 5 , 0 0 0
トナカイ（大）……･ …･ …･ ￥2 , 8 0 0
トナカイ（小）・・…………･ ￥1 , 5 0 0

添Me画yCh雄…＆AHappylVewYbar添

※デザインが異なる場合がございますのでご了承下さい。

１２月１日(月)～１６日（火）まで
クリスマスケーキのご予約受承っております。

、／ 、

素敵7ｔjﾐ ｲ中間たちへ
元町ケーキからの贈り物

／

‐ノ、

元町本店／神戸市中央区元町通５－５－１
TEL ､ 0 7 8 - 3 4 1 - 6 9 8 3 F A X ､ 0 7 8 - 3 4 1 - 8 1 7 8

フリーダイヤル函０１２０富ａ２ＳｇＢＳ
定休日／毎水曜日

ノ

鍾塾
吃罰 Ｋ○ＢＥ

ポートピアホテル２Ｆ
ワールドインテリア
TEL､078(302)1288

、

職莞瀞ﾆキ

〈
１
１
０
，

XＩ
一
一

一
ｓ
一

サイズ

5 号

6 若

7 号

8 号

9 号

10号

直径

１５cｍ

１７cｍ

2 0 c ｍ

2 3 c ｍ

2 7 c ｍ

3 0 ｃｍ

目安

4 ～5 人位
6 ～8 人位
８～１２人位

1 2～1 4人位
1 8 人位
2 6 人位

価格(税別）
￥2 . 0 0 0

¥ a O O O
￥4 . 0 0 0

￥６．０００

￥8 . 0 0 0

￥１０．０００
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第3 9 回クリスマスケーキ
コンテスト受賞者。写真
左からクリスマスの部優
勝・山田美和さん、実技
の部Ａクラス優勝・佐竹
達也さん、Ｂクラス優
勝・宮里晴美さん

仏

本社神戸市中央区中山手通1 丁目2 2 - 1 3
T E L ､ 0 7 8 - 2 4 2 - 0 6 5 6

ｉＫＶ

蓉 堂割＝’

慧塁

~ ～

jⅢ'11,,朕鯵

匂

砺．１Ｗ

雪
Ｉ

4 大洋菓子コンテストで、１１部門2 5 名が優勝

且■ 正

この重量感は褐洋菓子とは思えない第４回洋栗子コンテスト大会で東京都知事賞を受賞 農林水産大臣賞を受賞した「モダンクラシック計」

蓉堂←ー弓団章学一

1１

ロ ﾛ Ｗ‘ロ ﾛ Ｗ‘
鐘 噸‐一Ｉ

一
一
一

i鱗i鱗
lｉ

議篭
1回1回

癌

1１

一一囲一■

lｉ ジジ

難理黒MM黒lss
砿惑会；迂亙貰う= 遮/ フ叙ズ

一一囲一■ B職-藍B職-藍
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九
月
二
十
八
日
、
西
日
本
洋
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
が
、

大
阪
市
内
で
行
わ
れ
た
。
今
年
で
、
三
八
回
目
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
大
会
で
、
栄
え
あ
る
厚
生
大
臣
賞
に
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
の
山
本
和
秀
さ
ん
が
、
農
林
水
産
大
臣
賞

は
比
屋
根
和
彦
さ
ん
に
輝
い
た
。

さ
ら
に
、
十
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
「
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
も
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
兵
庫

県
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
を
押
さ
え
て
、
県
知
事
賞
を
三
名

が
受
賞
し
た
。
ケ
ー
キ
の
出
来
栄
え
を
競
う
「
ク
リ
ス

マ
ス
の
部
」
に
は
山
田
美
和
さ
ん
が
、
規
定
時
間
内
に

ケ
ー
キ
を
仕
上
げ
る
「
実
技
の
部
」
に
は
佐
竹
達
也
さ

ん
、
宮
里
晴
美
さ
ん
の
二
名
が
選
ば
れ
た
。

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
比
屋
根
毅
社
長
自
ら
も
、
近
畿
洋

菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
（
現
西
日
本
洋
菓
子
テ
ス
ト
）
で
十
連
覇

し
た
経
歴
を
も
つ
筋
金
入
り
の
マ
イ
ス
タ
ー
（
職
人
）
。

「
日
本
に
い
る
と
せ
わ
し
く
て
、
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
に
機
械
化
の
時
代
に
あ
え
て
立
ち
止

ま
っ
て
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ
け
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

私
は
必
ず
年
に
一
、
二
度
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
く
よ
う

今
秋
、
東
京
、
大
阪
な
ど
で
行
わ
れ
た
４
大
洋
菓
子

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
洞
部
門
詣
名
が
優
勝
、
入
賞
し
た
。

数
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
を
占
め
た
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
勢
、
そ
の
強
さ
の
秘
訣
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

アートの源
株式会社エーデルワイス比屋根毅社長
ﾖ ｰ ﾛ ｯ バ的な発想力

に
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
、
日
本
の
習
慣
か
ら
抜
け

切
れ
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
習
慣
に
感
化

さ
れ
ま
す
。
す
る
と
物
事
を
広
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
発
想
を
や
し
な
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ッ
ヘ
派
遣

し
、
本
場
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
来
さ
せ
ま
す
。
美

術
館
へ
行
っ
た
り
、
人
と
話
し
た
り
、
実
際
生
活
す
る

こ
と
が
、
洋
菓
子
作
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

修
行
し
て
帰
っ
て
来
た
者
は
、
後
輩
た
ち
に
そ
の
技

術
を
教
え
、
ま
た
、
後
輩
た
ち
も
、
優
秀
な
先
誰
た
ち

に
追
い
つ
こ
う
と
技
術
を
磨
き
ま
す
。
そ
の
結
果
が
コ

ン
テ
ス
ト
に
勝
ち
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
伝
統
に
な
っ

て
い
ま
す
。
」

比
屋
根
社
長
の
お
言
葉
通
り
、
入
賞
作
品
は
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
と
色
使
い
に
よ
っ
て
、
力
強
さ
を
感
じ
る
。

パ
ス
テ
ー
ジ
ュ
や
飴
細
工
は
、
洋
菓
子
の
素
材
を
最
大

限
に
生
か
し
た
究
極
の
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
農

林
水
産
省
を
受
賞
し
た
“
モ
ダ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
計
”
は
、

宇
宙
の
営
み
を
表
現
し
て
い
る
。
時
計
の
針
に
は
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
が
羽
根
を
休
め
て
い
る
。
同
賞
を
争
っ
た
ナ

イ
ト
を
形
ど
っ
た
作
品
も
す
ば
ら
し
い
。
か
ざ
さ
れ
た

シ
ル
バ
ー
の
剣
は
重
量
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
西
洋

文
化
と
日
本
文
化
の
融
合
が
傑
作
を
つ
く
り
だ
し
た
。

最
後
に
比
屋
根
社
長
は
夢
を
話
し
て
く
れ
た
。

「
阪
神
間
に
、
ス
イ
ス
村
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
“
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
ビ
レ
ッ
ジ
”
を
つ
く
っ
て
み
て
も
面
白
い

で
す
ね
。
そ
こ
へ
行
け
ば
、
焼
き
立
て
の
パ
ン
や
ケ
ー

キ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
あ
る
。
自
然
に
包
ま
れ
た
工

房
な
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
創
作
意
欲
も
わ
く
で
し
ょ
う
。
」

雄
大
な
自
然
を
残
す
石
垣
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

が
、
お
菓
子
づ
く
り
、
会
社
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い

る
。

比屋根毅社長

１
２５

１
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阻蛎

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4 - 1 - 1 5
T E L z O 7 8 - 5 7 5 - 1 0 2 4 ( 病室T E L p 7 8 - 5 7 7 - 7 O 3 4 ）

市バス上沢４｛亭南スグ
●駐車場完備●

家族揃って過ごすイブの夜イブの

感興別紘墨；ｴ ｸ ﾄ
本社〒 6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府２－１－２

T E L O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 6 F A X O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 8

ブライダルギフト〒５５８大阪市住吉区刈田町７－１２－１９
事業部・大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 - 4 1 8 8

グランドール神戸市中央区熊内町１丁目８－２３
熊内店T E L O 7 8 - 2 3 1 - 1 4 2 8
さんちか店三宮さんちかスィーツタウン内

T E L O 7 8 3 9 1 南3 ５５８

△心あたたまる今宵の宵た クリスマスる

森の中のぐるぐる

言、

35500円

ママといっしょに

ノエル2 , 8 0 0 円

！

Ｉ

冬のファンタジア

ｰ ＝。

5,000円
内
山

赤ちゃん:植山天志朗ちゃん(平成9年４月25日生まれ）
ママ:治美さん
｢ 産まれてもうすぐ２ヶ月。
ママの母乳ですくすく育ってます！」

ユニ一
二

生クリーム仕上6 号ボストンクリームパイ

2,500う

一
雄

副ﾗ詞
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侍
っ
て
い
る
こ
ど
も
が
い
る

今
も
ど
こ
か
で

遮
ら
な
い
で

陽
は
あ
た
た
め
続
け
て
い
る

素
焼
の
壷
か
ら
注
が
れ
る
牛
乳
を

陽
は
想
い
だ
し
て
い
る

オ
ラ
ン
ダ
の
片
田
舎
の
明
か
り
窓
か
ら

若
い
夫
人
の
ま
る
い
額
と
胸
を

や
わ
ら
か
く
照
ら
し
た
日
の
こ
と
を

無
へ朝

陽
は
ま
つ
す
ぐ
に
届
く

台
所
の
壁
の
い
ち
ま
い
の
絵
に
向
か
っ
て

ヤ
ン
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
複
製
画

「
牛
乳
を
注
ぐ
女
」
の
う
え
に

１
２７

１

冬
の
陽

由
良
佐
知
子

ｄ
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
担
月
〉

絵
／
石
阪
春
生
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幽
私
の
意
見

加
藤 神

戸
の
一
年
を

振
り
返
っ
て

譲

〈
読
売
新
聞
神
戸
総
局
曇

８
１
２
１

「
忘
れ
ん
と
い
て
神
戸
」
。
今
年
の
賀
状
に
、
そ
う
垂
国
い
た
。

「
復
興
元
年
」
と
も
。
復
旧
か
ら
復
興
へ
。
震
災
報
道
は
三
年

目
に
入
っ
た
。
震
災
は
続
い
て
い
る
。
温
度
差
が
あ
る
。
「
い

ま
」
を
、
実
相
を
、
粘
り
強
く
発
信
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
元
年
の
復
興
ぶ
り
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
港
は
全
面

復
旧
し
た
が
、
経
済
は
八
割
の
ま
ま
低
迷
し
て
い
る
。
復
興

格
差
も
生
じ
て
き
た
。
市
内
外
に
ま
だ
約
二
万
世
帯
が
仮
設

住
宅
に
残
る
。
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
が
最
大
課
題
。
被
災
者

の
生
活
再
建
や
雇
用
、
医
療
、
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め
、
街
づ

く
り
、
産
業
復
興
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
追
い
打
ち
と
も
い
え
る
事
件
が
続
い
た
。
須

磨
の
小
学
生
連
続
殺
傷
。
そ
の
反
社
会
性
に
驚
き
、
少
年
の

犯
行
と
わ
か
っ
て
さ
ら
に
衝
撃
を
受
け
た
。
も
ろ
い
現
代
社

会
を
反
映
、
だ
れ
も
が
当
事
者
に
な
り
う
る
と
し
て
か
、
全

国
を
震
憾
さ
せ
た
。
事
件
を
機
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

社
会
で
、
「
子
供
」
「
教
育
」
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え

る
こ
と
を
始
め
た
の
が
救
い
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
般
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
宅
見
組
長
射
細
堅
争
件
。
わ
が
国

最
大
の
暴
力
団
組
織
の
本
拠
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
た
。

震
災
は
而
胸
騨
竺
を
、
事
件
は
”
防
犯
」
を
、
市
民
が
安
全
で

安
心
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
の
大
切
さ
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

暗
い
話
題
が
多
か
っ
た
。
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー

ブ
が
パ
・
リ
ー
グ
の
優
勝
を
逃
し
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
は
最

下
位
。
景
気
も
一
向
に
上
向
か
な
い
。
重
苦
し
い
気
持
ち
を

引
き
ず
っ
た
ま
ま
だ
。
街
に
、
人
に
、
元
気
が
な
い
。
震
災

で
疲
れ
て
い
る
。
国
が
ま
と
も
に
支
援
し
て
く
れ
な
い
こ
と

へ
の
苛
立
ち
も
あ
る
だ
ろ
う
。

来
年
の
賀
状
を
准
志
叩
す
る
季
節
と
な
り
、
欠
礼
の
線
抄
状
を

印
刷
し
た
。
私
の
、
重
苦
し
い
原
因
の
一
つ
は
、
一
月
の
母
の

死
。
含
牛
は
有
馬
温
泉
に
連
れ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
。

さ
て
、
元
気
を
だ
さ
れ
ば
と
思
う
。
灘
を
舞
台
に
し
た

「
甘
辛
し
や
ん
」
が
好
調
だ
。
来
春
に
は
明
石
海
峡
大
橋
も
開

通
す
る
。
元
々
が
、
明
る
い
陽
性
の
町
。
明
日
の
神
戸
へ
向

け
て
、
行
政
の
力
量
と
と
も
に
、
市
民
の
意
欲
、
自
由
な
活

力
に
期
待
し
た
い
。
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博
多
と
い
う
の
は
、
私
の
好
き
な
街
の
ひ
と
つ
だ
。
博

多
と
福
岡
の
あ
い
だ
に
中
洲
が
あ
っ
て
…
…
と
か
、
細
か

い
こ
と
は
よ
く
分
ら
な
い
。
と
に
か
く
、
九
州
の
中
で
飛

び
抜
け
た
都
会
で
あ
る
あ
の
街
の
、
や
け
に
気
分
の
よ
い

空
気
が
好
き
な
の
だ
。
屋
台
の
み
を
求
め
て
行
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
今
は
も
っ
と
大
き
く
と
ら
え
て
、
あ
の
街

に
い
る
人
間
の
味
が
好
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い

る
。
大
都
会
で
あ
り
な
が
ら
、
心
地
よ
い
ロ
ー
カ
ル
の
テ

イ
ス
ト
が
流
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
鬼
に
金
棒
み
た
い
な
感
じ
だ
。

い
ち
ば
ん
最
初
に
福
岡
、
博
多
を
訪
れ
た
の
は
何
の

と
き
だ
っ
た
か
、
そ
れ
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、

初
め
て
福
岡
空
港
へ
降
り
立
っ
た
の
は
、
田
川
の
ボ
タ

山
に
紅
テ
ン
ト
を
張
っ
た
、
唐
十
郎
率
い
る
と
こ
ろ
の

状
況
劇
場
の
公
演
を
見
に
行
っ
た
と
き
だ
っ
た
。
あ
の

と
き
、
私
は
福
岡
空
港
で
降
り
て
飛
行
場
の
中
で
脂
を

食
べ
、
そ
こ
か
ら
田
川
へ
向
っ
た
の
だ
っ
た
か
ら
、
福

岡
、
博
多
の
街
は
知
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
頃
は
中
央
公
社
に
つ
と
め
、
文
芸
誌

「
海
」
の
編
集
部
に
籍
を
お
い
て
い
て
、
唐
十
郎
さ
ん
の

担
当
者
だ
っ
た
。
田
川
の
ポ
タ
山
に
紅
テ
ン
ト
を
張
る

と
い
う
唐
さ
ん
の
計
画
を
知
っ
た
私
は
、
ひ
と
つ
唐
さ

ん
や
状
況
劇
場
の
面
々
を
お
ど
ろ
か
し
て
や
ろ
う
と
思

い
、
芝
居
を
や
る
前
日
に
田
川
の
宿
へ
入
っ
た
。
も
ち

紅
テ
ン
ト
九
州
篇
（
そ
の
一
）

村
松
友
覗
く
作
家
〉

カット／灘本唯人
題字／筆者

記
第
箇

ろ
ん
、
唐
さ
ん
た
ち
に
は
い
っ
さ
い
内
緒
だ
っ
た
。

前
日
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
こ
と
は
、
電
車
か
ら
ボ
タ

山
を
な
が
め
て
分
っ
た
．
出
川
駅
へ
到
着
す
る
直
前
、

ボ
タ
山
に
紅
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
と
き

は
、
ち
ょ
っ
と
感
動
的
だ
っ
た
。
復
帰
前
の
沖
縄
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
韓
国
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

に
も
紅
テ
ン
ト
を
張
っ
た
状
況
劇
場
の
戦
略
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
、
そ
の
と
き
は
田
川
の
ポ
タ
山
だ
っ
た
の
だ
。

公
演
す
る
芝
居
は
「
蛇
姫
様
」
、
ク
マ
さ
ん
こ
と
篠
原
勝

之
描
く
と
こ
ろ
の
ポ
ス
タ
ー
も
気
分
満
点
で
、
青
山
墓

地
の
近
く
や
夢
の
島
な
ど
で
の
公
演
は
見
て
い
た
か
ら
、

田
川
の
ポ
タ
山
で
の
芝
居
が
ど
ん
な
色
に
染
ま
る
の
か

…
…
私
は
、
大
い
に
楽
し
み
だ
っ
た
。

翌
日
、
お
そ
ら
く
状
況
劇
場
の
面
々
は
、
午
後
三
時

く
ら
い
に
宿
か
ら
紅
テ
ン
ト
へ
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
、

私
は
踏
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
私
は
酒
屋
で
日
本
酒
を

二
本
買
い
、
そ
れ
を
持
っ
て
二
時
半
頃
ボ
タ
山
へ
向
っ

た
。
紅
テ
ン
ト
を
張
っ
た
あ
た
り
へ
行
っ
て
み
る
と
、

ま
だ
状
況
劇
場
の
役
者
た
ち
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。

し
め
し
め
と
ば
か
り
、
私
は
紅
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
上
に
あ
る
ボ
タ
山
へ
登
っ
て
行
っ

た
。頂

上
へ
上
る
と
、
す
ぐ
下
に
紅
テ
ン
ト
が
見
え
た
。

こ
こ
に
二
本
の
日
本
酒
を
ぶ
ら
下
げ
て
突
っ
立
っ
て
い

FIOi
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〈
む
ら
ま
つ
．
と
も
み
〉
一
九
両
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応
義

塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小
説
中

央
公
論
」
「
婦
人
公
坐
皿
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、
八
一
年

退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
質
受
賞
。
主
な

著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
孝
些
『
ア
ブ
サ
ン
物
遥

『
ト
ニ
ー
谷
、
ざ
ん
す
』
「
鎌
倉
の
お
ば
さ
ん
』
な
ど
。

れ
ば
、
下
か
ら
や
っ
て
き
た
状
況
劇
場
の
連
中
は
、
い

や
で
も
私
の
姿
に
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
ほ
と

ん
ど
日
活
映
画
″
渡
り
鳥
シ
リ
ー
ズ
〃
に
お
け
る
小
林
旭

の
気
分
に
な
っ
て
、
や
っ
て
来
る
役
者
た
ち
を
待
ち
受

け
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
手
に
し
た
日
本
酒
は
、

最
も
日
本
酒
ら
し
い
日
本
酒
と
い
う
の
で
、
菊
正
宗
を

選
ん
で
い
た
は
ず
だ
。

と
こ
ろ
が
、
三
時
を
過
ぎ
て
も
役
者
が
や
っ
て
来
な
い
。

芝
居
は
六
時
頃
か
ら
だ
が
…
…
私
は
、
首
を
か
し
げ
な
が

ら
空
を
ふ
り
仰
い
だ
．
す
る
と
、
目
に
冷
た
い
感
触
が
あ

っ
た
。
雨
が
落
ち
て
き
た
の
だ
っ
た
。

目
に
冷
た
い
感
触
ぐ
ら
い
の
と
き
は
よ
か
っ
た
が
、

雨
足
が
け
つ
こ
う
強
く
な
り
、
私
の
足
も
と
が
お
ぼ
つ

か
な
く
な
っ
た
。
私
は
、
仕
方
な
く
い
っ
た
ん
そ
こ
か

ら
降
り
る
こ
と
に
し
た
が
、
両
手
に
日
本
酒
を
持
っ
て

い
る
か
ら
、
何
と
な
く
頼
り
な
い
姿
勢
に
な
っ
て
、
用

心
深
く
下
へ
降
り
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
紅
テ
ン
ト
の

脇
ま
で
降
り
た
と
き
、

「
あ
れ
ム
ラ
マ
ッ
さ
ん
、
何
や
っ
て
る
ん
で
す
か
…
…
」

最
初
に
ボ
タ
山
を
登
っ
て
来
た
根
津
甚
八
に
声
を
か

け
ら
れ
た
。
私
は
、
「
い
や
、
つ
い
通
り
か
か
っ
た
も

の
だ
か
ら
…
…
」
と
も
言
え
ず
、
何
か
言
い
訳
め
い
た

セ
リ
フ
を
吐
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
日
の
公
演
は
、
伝
説
的
な
暴
風
雨
の
中
で
の
テ

ン
ト
芝
居
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ポ
タ
山
の
上
で
小
林

旭
を
演
じ
よ
う
と
す
る
私
の
目
論
み
が
、
見
事
に
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ

り
ま
し
た
。

１
３１

１

霊

臭輔
百
・
早
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